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（仮称）川西久代南こども園の整備・運営に係る 

対話型市場調査（サウンディング）結果とそれを踏まえた市の方針について 

 

 

 

１．サウンディング結果 

・令和 10 年度の開設を実現するには、既に更地となっている旧市営住宅久代団地跡地が最

適である。 

・現在の久代幼稚園敷地で、川西南保育所を運営しながら新設することは、騒音対策等は

必要だが可能。ただし、令和 10 年度の開設は困難。 

・いずれの場所で整備するにしても、現在の社会情勢などを考慮すると、スケジュールを

当初の計画より長めにとる必要がある。 

 

 

２．サウンディング結果を踏まえた市の方針 

・現在の社会情勢を考慮し、令和 10 年 4 月の開設を見送る。 

・０歳児～２歳児の保育定員の確保、１号認定児の幼児教育環境整備の観点から、引き続

き早期の開設をめざす。 

・民間認定こども園の整備場所は、現久代幼稚園敷地を第一候補地とする。 

・市立川西南保育所・久代幼稚園の運営については、令和 10 年度を目途に民間移管に向け

て準備を進める。 

・第一候補地での整備を進めるにあたっては、 久代幼稚園の園児（将来的に 1号認定での

入園を希望する児童を含む）の教育保育への配慮を行う。 

 

 

３．今後のスケジュール（予定） 

令和８年 

　　　５月～　　保護者・地域にサウンディング結果とそれを踏まえた市の方針について説明 

　　　　　　　　方針の実現可能性について追加サウンディングを実施 

　　　８月頃　　整備方針等について市議会へ説明 

　　　９月～　　在園所児童及び入園所希望児童の保護者、地域へ周知 


